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7.先行着手の検討 (3)透過構造の施設について

・計画当初の検討では、漂砂を制御する機能が高い不透過構造を採用し、一定の効果が
確認できているため、不透過構造を踏襲する。

・宮崎海岸は来襲波浪が大きく沿岸漂砂も大きいことから透過構造の効果は限定的と考
えられる。

1986年5月撮影：国土地理院HP

透過
構造

一ツ瀬川

・一ツ瀬川河口の右岸に設置された透
過構造の突堤では、南北の地形に顕
著な差異は見られず、漂砂制御効果
は限定的であると考えられる
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・当初計画は、漂砂を制御する観点から、
波の打ち上げ高等を検討し、天端高T.P.
＋4.0mとしている。

・計画策定後から現在までの測量成果等を
用いて同様の検討を行った結果もT.P.＋
4m程度となったことから、小突堤の天端
高はT.P.＋4.0mとする。

7.先行着手の検討 (4)小突堤の天端高の検討 1/2

第７回技術分科会(H23.11開催)資料7-3

●当初計画の天端高の検討

●計画策定後の測量を用いた
波の打ち上げ高の算定結果

波浪 Ho’=4.99m，T=11.0s
（年数回波）

潮位 T.P.+1.09m
(HWL)

現況浜幅

目標浜幅
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7.先行着手の検討 (4)小突堤の天端高の検討 2/2

●先端部・中間部の天端高の検討（河川砂防技術基準による）

・2008(H20)年12月～2023(R5)年12月の測量成果（No.-62）を使用

・先端部での年数回波の進行波高H1/3＝2.78m（平均地形）～3.85m（最深地形）

・堆砂を目的とした離岸堤の天端
先端部天端高Ａ＝H.W.L.＋高波浪の半波高＋沈下量(ここでは0と仮定)

＝T.P.+1.09m ＋ (2.78m～3.85m)×1/2 ＋ 0m
＝T.P.＋2.5m～3.0m

先端部天端高B＝H.W.L.＋1.0～1.5ｍ＋沈下量(ここでは0と仮定)
＝T.P.＋1.09m＋（1.0m～1.5m）＋0m
＝T.P.＋2.1m～2.6m

・上記A・Bを平均し、沈下量（1.0m）を仮定すると、T.P.+3.3m～3.8mとなる

●陸上部の天端高の検討（中村らの改良仮想勾配法の打ち上げ高）

・2008(H20)年12月～2023(R5)年12月の
測量成果（No.-62）を使用

・平均断面と、沖側に移動し浜幅50mとした
断面地形で算定

・波浪・潮位条件は下記のとおり
朔望平均満潮位(H.W.L.)：T.P.+1.09m
年数回来襲する高波浪 ：Ho’=4.99m，T=11.0s

・打ち上げ高
現況浜幅：T.P.+4.06m
目標浜幅50m：T.P.+3.82ｍ
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・当初計画は、安定性、施工性の観点から、天端幅を天端３個並び・１０ｍ程度としている。
安定性、施工性の観点は変わらないことから、今回も天端３個並び・１０ｍ程度を踏襲す
る。

7.先行着手の検討 (5)小突堤の天端幅の検討

第７回技術分科会(H23.11開催)資料7-3

●当初計画の天端幅の検討
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・当初計画では、反射波の影響低減、経済性
の観点から、法面勾配を1/3としている。

・反射波の影響低減、経済性の観点は変わ
らないことから、今回も1/3を踏襲する。

7.先行着手の検討 (6)小突堤の法面勾配の検討

第７回技術分科会(H23.11開催)資料7-3

●当初計画の法面勾配の検討
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・当初計画では、波浪に対する安定性の観点から、被覆ブロックを選定している。安定性
の観点は変わらないことから、今回も被覆ブロックを踏襲する。

7.先行着手の検討 (7)被覆材の検討 １)安定性

第７回技術分科会(H23.11開催)資料7-3

●当初計画の被覆材の検討

①KD値が示されているかどうか
ハドソン式でブロック質量を算定する場合、ブロック固有の安定数
であるKD値（又は勾配の効果を考慮可能なNs値）が必要となるた
め、その値が示されているものを抽出した。

②公開資料があるかどうか
ホームページ等でブロックに関する資料・情報が公開されているも
のを抽出した。

③異型ブロックの転用タイプかどうか（突堤被覆材としての適用性）
異型ブロックの突部をカットして被覆材や根固工としてとして利用
可能にしているブロックがあるが、脚部の空隙が大きいため中詰材
の流出が懸念される。そのため、異形ブロックの転用タイプではな
いものを抽出した。

④ハドソン式による所要質量を満足する型式があるかどうか
設計地盤高に対して所要質量を算定し、その最大質量よりも大きな
ブロックが無い場合は除外した。

●被覆材の安定性の検討
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・“宮崎海岸の景観を考えるうえでのポイント”を踏まえ
て選定した数種類の被覆ブロックについて、模型製作
や現地試験を行い、市民の意見も踏まえて選定した。

第20回市民談義所資料(平成２5年2月開催)

10t型被覆ブロック

20t型被覆ブロック

第21回市民談義所資料(平成２5年7月開催)

●突堤の景観検討結果

●被覆ブロックの現地・模型での確認の様子（第２０回市民談義所）

●模型による確認

7.先行着手の検討 (7)被覆材の検討 2)景観 ①当初計画での検討
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7.先行着手の検討 (7)被覆材の検討 2)景観 ②検討内容

・景観の検討は効果検証分
科会において具体的な検
討を行うこととする。

【先行着手の小突堤の景観を考えるうえでのポイント】
○背景（地）として馴染ませるため、以下の観点で検討する

a)陸側背後の傾斜護岸（場所打ちコンクリート）に馴染ませる
b)護岸前面に設置されている消波ブロックに馴染ませる
c)隣の施設である既設の補助突堤②に馴染ませる

○砂浜が狭い現状と砂浜が回復した場合の両方について考慮

２０２４．５．９撮影２０２４．11.9撮影

ポイントａ
(場所打ちコンクリート)

ポイントb
(消波ブロック)

ポイントｃ (補助突堤②)

ポイントb
(消波ブロック)

・当初計画では、景観の専門家の指導や市民意見を参考にして、以下の観点で被覆ブロ
ックの種類等を決定しており、今回も同様の手順とする。
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被覆ブロックＡ（補助突堤②と同じ，8t型）

被覆ブロックＢ（8t型）

※潮位はいずれもT.P.±0m

7.先行着手の検討 (7)被覆材の検討 2)景観 ③3Dモデルの例



- 76 -

7.先行着手の検討 (8)養浜実績

※R6年度は予定を含む




